




















A Study on Social security expenses and Fiscal consolidation in Japan
As is well known, the aging rate in Japan has reached 28.1%, and it is estimated that aging 
will continue to progress in the future. Social security expenses have increased accordingly, while 
Japan’s fiscal deficit has continued to be in a deficit due to the sluggish growth in tax revenue due 
to the economic downturn over many years and the need for economic measures. This study is 
to survey the current state of Social security expenses, which is a major factor in Japan’s budget 
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（出所）租税及び印紙収入は、財務省「税収に関する資料」より、経済成長率は
　　　　IMF  “World Economic Outlook Database April 2019”より。
（出所）厚生労働省社会保障担当参事官室「社会保障の給付と負担の現状と国際比較」2009年
　　　　及び厚生労働省「社会保障制度等の国際比較について」2018年に基づき作成。





















































よると、社会保障費は2025年度に140．2 〜 140．6兆円、2040年度には188．2 〜 190．0兆円に達し、
対GDP比も2018年度の21．5％から、2025年度（21．7 〜 21．8％）、2040年度（23．8 〜 24．0％）と高まっ
ていくものと予測している。
7）国債費は、債務償還費と利払い費で構成されており、2019年現在、前者は14兆6580億円（対一般
会計歳出総額比14．7％）、後者は8兆8502億円（対同比8．9％）となっている。
8）財務省「社会保障について」（2019年）（https：//www．mof．go．jp/about_mof/councils/fiscal_system
_council/sub–of_fiscal_system/proceedings/material/zaiseia310423/01．pdf）（2019年9月閲覧）
9）前掲8）p．13参照。
10）他の項目では、公共事業6．1兆円（1990年度当初予算6．2兆円）、文教及び科学振興費5．4兆円（同5．1
兆円）、防衛費5．2兆円（同4．2兆円）等となっており、相対的に社会保障費ほどの大きな変化は見せ
ていない。
11）財務省「財政関係基礎データ（平成30年4月）」より。
12）前掲8）p．17
13）前掲8）p．17
14）前掲8）p．17
15）北尾早霧「財政健全化の視点−構造改革通じ立て直しを」独立行政法人経済産業研究所、2018年
6月（https：//www．rieti．go．jp/jp/papers/contribution/kitao–sagiri/01．html）（2019年9月閲覧）
16）前掲15）より。
17）内閣府『平成26年度年次経済財政報告』第1章第3節　経済成長と財政健全化（https：//www5．
cao．go．jp/j–j/wp/wp–je14/h01–03．html）（2019年9月閲覧）より。
18）世代間格差については、佐藤康仁・熊沢由美編著『新版　格差社会論』第3章「世代間格差」
−216−
わが国の社会保障費の現状と財政健全化への課題について
pp．57–81、同文館出版、2019年を参照のこと。
19）前掲18）p．75
